
訓練を重ねて、もしもの時に備えよう！

負傷者搬送方法の指導の様子

　自主防災組織や地域の防災訓練に身
近なモノを活用した負傷者の搬送や応
急手当の訓練を取り入れてみませんか？
　搬送や応急手当の訓練、その他の訓
練、学習会などを取り入れたい場合は、
防災対策課までご相談ください。講師を
派遣するなど市が支援します。

■防災対策課　☎57-8501■防災対策課　☎57-8501■防災対策課　☎57-8501

「もしも」に備えを！

防災の
ススメ

写真：自主防災組織の方による負傷者搬送の様子写真：自主防災組織の方による負傷者搬送の様子
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みんなの力が必要です！
　医療救護所の機能をストップさせないために
は、市民による応急手当も必要になってきます。
　訓練に参加した自主防災組織の方からは、
「公助が期待できない中では、地域の助け合い
が絶対に必要だ。応急手当や搬送など自分たち
にもできることがあることを学べた」という意見
がありました。
　南海トラフ巨大地震発生後、助かった命をつ
ないでいくためにも、これからも自助・共助・公
助の連携を深めていく訓練を重ねていきます。 重傷者は病院に搬送され治療 軽傷者は病院前で応急手当を受ける

　南海トラフ巨大地震発生時には、甚大な被害が広域で発生し、救
助、避難などへの後方からの支援活動が困難な状況になることが予
想されます。そのため、支援が到着するまでの間は、地域の力だけで
災害救護活動を可能な限り行うことが必要となります。
　今回の訓練は、地域の医療や福祉の資源（ヒト・モノ・情報）を救護
病院となる野市中央病院を中心とする医療救護所に集めて負傷者や
避難者に対応する体制づくり、さらには市民による医療救護所までの
搬送、高齢者や障害者への避難支援などを通して、地域の力を結集し
た災害救護活動を体感し、理解していただくことを目的に行いました。
　訓練では、救護病院の重傷者への治療を維持させるために、負傷
者のトリアージを行い、軽傷者は病院前で応急手当を受けました。
※重症度によって、治療や搬送先の順位を決めること

※

東日本大震災発生５日後の様子。道路状況がひ
どく、救急車の進入や後方支援の困難が続いた

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

助
け
合
え
る
地
域
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り
を
！

　平成29年２月19日(日)南海トラフ巨大地震が発生したという
想定のもと、野市中央病院と老人ホーム施設および敷地内で、
医療・福祉従事者や防災士会、地元の自主防災組織、市役所な
どから約250人が参加して、災害救護訓練が行われました。

　平成29年２月19日(日)南海トラフ巨大地震が発生したという
想定のもと、野市中央病院と老人ホーム施設および敷地内で、
医療・福祉従事者や防災士会、地元の自主防災組織、市役所な
どから約250人が参加して、災害救護訓練が行われました。

　平成29年２月19日(日)南海トラフ巨大地震が発生したという
想定のもと、野市中央病院と老人ホーム施設および敷地内で、
医療・福祉従事者や防災士会、地元の自主防災組織、市役所な
どから約250人が参加して、災害救護訓練が行われました。 子様子
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岡
本
彌
太
は
土
佐
が
生
ん
だ
近
代
の
す
ぐ

れ
た
詩
人
で
、明
治
32
年
香
我
美
町
岸
本
生

ま
れ
。高
校
卒
業
後
、神
戸
・
高
知
市
で
就
職

の
後
、夜
須
尋
常
高
等
小
学
校
の
代
用
教
員

を
経
て
正
教
員
と
な
り
、赤
岡
・
前
浜
な
ど

で
教
壇
に
立
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、詩
作
に
没
頭
し
て「
ゴ
ル
ゴ

ダ
」「
青
樹(

海
底
深
林)

」「
麗
詩
仙
」「
青
騎

兵
」「
鸞
」「
日
本
詩
壇
」な
ど
の
詩
誌
で
活
躍

し
ま
し
た
。昭
和
７
年
に
発
表
し
た
詩
集

『
瀧
』が
特
に
高
い
評
価
を
受
け
、全
国
的
に

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
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多
い
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中
か
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宮
沢
賢

治
か
ら
特
に
強
い
影
響
を
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け
て
お
り
、そ

の
東
洋
的
愛
情
深
い
詩
作
は「
南
海
の
宮
沢

賢
治
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

  

昭
和
17
年
、わ
ず
か
43
歳
で
病
気
に
よ
り

こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。

  

没
後
、多
く
の
仲
間
や
彌
太
を
慕
う
人
々

の
努
力
で
月
見
山
の
ふ
も
と
に
詩
碑
が
建

て
ら
れ
ま
し
た
。詩
碑
に
は
高
村
光
太
郎
の

書
で
、詩
集「
瀧
」の
巻
頭
に
あ
る「
白
牡
丹

図
」の
詩
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
な
お
、詩
人
た
ち
の
間
で
彌

太
の
存
在
は
大
き
な
も
の
で
あ
り
続
け
て

い
ま
す
。

■生涯学習課　☎57-7523
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